
平成21年（ワ）第2869号　損害賠償等請求事件
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本件訴訟の係属中，頭書の選定者が原告を自己のためにも原告となるべき者と

して選定し，また，原告が20109年（平成21年）7月2日付け「請求の追加

申立書」をもって請求の趣旨第4項の請求を変更したので，被告は，上記選定及

び訴えの変更後の請求の趣旨に対する答弁等を行う。

第1　請求の趣旨に対する答弁

1　本件訴えのうち，請求の趣旨第1項ないし第3項の請求に係る部分をいず

れも却下する。

2　請求の趣旨第4項の請求をいずれも棄却する。

3　訴訟費用は原告の負担とする。

4　損害賠償請求につき仮執行の宣言は相当でないが，仮に仮執行宣言を付す

る場合は，

（1）担保を条件とする仮執行免脱宣言

（2）その執行開始時期を判決が被告に送達された後14日経過した時とする

こと

を求める。

第2　本案前の答弁の理由

本案前の答弁の理由については，答弁書の第2（3ないし9ページ）記載

のとおりである。

第3　請求の趣旨第4項の請求に対する本案の答弁の理由

請求の趣旨第4項の請求に対する本案の答弁の理由については，答弁書の

第3（9ないし11ページ）記載のとおりである。

第4　結論
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以上のとおり，本件各無効確認の訴え及び本件差止めの訴えは，いずれも

不適法である。

また，本件損害賠償請求は，主張自体失当である。

したがって，本件に関しては証拠調べの必要性は全くないから，速やかに，

上記の請求の趣旨に対する答弁のとおりの判決がされることを求める。
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